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（応募領域の研究概要） 

パンデミックを受け、今や免疫学は一般社会にとって極めて身近な存在となった。宿主免疫の重要

性は万人の知るところとなり、ワクチンは 1年足らずで世界中に行き渡った。このように、免疫学

はヒトの病気に極めて近い学問分野である一方で、長年科学的に解明されていない免疫現象や疾患

は数多い。こうした未解明の問題を解決するには、パラダイムシフトをもたらす新たな視点、技術、

情報解析手法に基づく組織的なアプローチが必要である。本研究領域では、これまで見逃されてき

た生体防御における自己認識の「功」の部分にも焦点を当てた、「自己指向性免疫」という新たな概

念を提唱し、学際的なブレークスルーと疾患の予測を可能にする方法論の確立を目指す。 

 

（審査結果の所見） 

近年、ダメージ分子や制御性 T細胞の自己細胞認識などの場面において、自己分子に対する免疫応

答の重要性が再認識されるようになったが、その根本原理は依然として不明のままである。本研究

領域では、これまで系統的な理解が十分でなかった自己に対する免疫応答を自己指向性免疫と定義

し、この新たな概念に基づいて自己に対する免疫応答の生理的な意義を明らかにすることを目指す

ものである。個別研究のみでは資源・資金・時間的に解析が難しい、最新の単細胞解析、多層オミ

ックス解析、情報科学技術などを用いて包括的かつ高密度に情報を収集し、それを基盤として種々

の生理学的局面で検証する。さらに、その自己認識の破綻の実態を、自己免疫疾患モデルや患者サ

ンプルを用いて明らかにし、新たな概念のもとに疾患を捉え直そうとする、革新的かつ挑戦的な研

究計画である。 


